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１. 業績予想値と実績値との差異について

平成28年３月期 通期連結業績予想値と実績値との差異  (平成27年４月1日～平成28年３月31日) (単位:百万円)

（％）

平成28年３月期 通期個別業績予想値と実績値との差異  (平成27年４月1日～平成28年３月31日) (単位:百万円)

（％）

２. 差異の理由
連結

個別

通期業績予想値と実績値の差異及び営業外収益・費用、特別損失の計上並び
に配当金に関するお知らせ

6,268

ご 参 考 : 前 期 実 績
( 平 成 27 年 3 月 期 )

親会社株主に帰属する
当期純利益

前 回 発 表 予 想 (A)

　利益面では通期連結業績予想の修正理由同様、販売体制の見直しや経費圧縮等に注力してまいりま
したが、販売価格競争に伴う売上の減収による売上総利益の減少が大きく影響して、営業利益は７億
35百万円の損失、経常利益は営業外収益に受取配当金１億53百万円を計上したものの、営業外費用に
期後半からの円高の影響により為替差損１億25百万円を計上したことにより６億33百万円の損失、当
期純利益は特別損失に関係会社株式評価損１億18百万円を計上したため、７億64百万円の当期純損失
となりました。

実 績 値 (B) △ 764

10,400

166

増 減 率

増 減 額 (B-A) △ 954

△ 10.4

△ 73

2.3 ―

各 位

電 話

問合せ先責任者 常 務 取 締 役

03-3758-0181

朝 倉 敬 一

平 成 28 年 ５ 月 20 日

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 渡 邉 正 禮

桂 川 電 機 株 式 会 社会 社 名

記

増 減 率

実 績 値 (B)

増 減 額 (B-A) 240

△ 500

売上高

△ 80410,640

△ 304

△ 731

6,767

　営業利益は経費削減等の施策効果もありましたが、海外での企業間競争の激化による販売価格の下
落や売上原価率の上昇、欧州市場の販売体制の再構築に向け時間と費用を要していること等による販
売費及び一般管理費の増加などが利益を圧迫する要因となり、前回修正予想の４億30百万円の損失か
ら５億54百万円の損失、営業外費用に円高による為替差損１億13百万円等の計上により、前回修正予
想の３億90百万円の損失から６億49百万円の損失、親会社株主に帰属する当期純利益は前回修正予想
の５億円の損失から８億４百万円の損失となりました。

売上高

　当社グループ関連市場におきましては、企業の設備投資意欲は力強さに欠ける状況で推移いたしま
したが、通期の連結売上高は前回修正予想の104億円を2.3%上回る106億４百万円となりました。

当期純利益

190

△ 893

―

7,000 260

△ 633

ご 参 考 : 前 期 実 績
( 平 成 27 年 3 月 期 )

経常利益

前 回 発 表 予 想 (A)

△ 124

―

△ 32

　通期の個別売上高は、前回発表の70億円を10.4%下回る62億68百万円となりました。

　平成28年２月12日に公表しました平成28年３月期の業績予想値と本日公表の実績値との間に差異が生じ
ましたので下記のとおりお知らせいたします。

(1)

(2)

―

11,081

1株当たり当期
純利益 （単位：円）

△ 32.63

△ 52.51

営業利益

△ 430

△ 554

経常利益

△ 390

△ 649

△ 259

―

250

10.83

△ 4.82

619

1株当たり当期
純利益 （単位：円）

12.40

△ 49.91
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３. 営業外収益・費用、特別損失の計上について

４. 配当金について

５. 業績への影響

　個別で営業外収益に受取配当金１億53百万円、営業外費用に為替差損１億25百万円、特別損失に関
係会社株式評価損１億18百万円を計上いたしました。

以 上

　上記の営業外収益・費用、特別損失の計上につきましては、本日開示の「平成28年３月期 決算短信
［日本基準］（連結）」に織り込み済であります。

　株主の皆様には、大変深くお詫び申し上げるとともに、今後業績の回復を目指し株主の皆様に利益
還元が出来ますよう、一層の経営努力を重ねてまいりますので、何卒引き続きご理解とご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。

　当事業年度（平成28年３月期）は、営業損失及び当期純損失を計上し、今後の経営環境につきまし
ても、厳しい状況が続くと想定されることから、誠に遺憾ではございますが、前回の配当予想の修正
どおり無配とさせていただきます。

　連結で為替相場の変動により営業外費用に為替差損１億13百万円を計上いたしました。

　当社は、株主の皆さまへの利益還元を経営の最重要項目と位置づけており、安定配当を基本とした
経営基盤を確立するとともに、配当性向の維持向上に努め、業績に応じた適正な利益還元をしていく
ことを基本方針としております。
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